さしまね 

かう 云って 書生 は、 群集 を 麾 きながら、 

「諸君、 憲政の 擁護の 為に あの 交番 を 破壊しょう では 

ありません かご と 絶叫した。 

ななめ くう 

それに 応じて どこから か 石が 一 つ 斜に空 を 切りな 

ガラス 

がら、 かち やりと 音を立てて 交番の 窓 硝子 へ 穴 を あけ 

た。 その 音で 気がつく と、 自分 は 依然として カツ フ 

ェ • パウリ ス タのテ エブルに 坐って ゐる。 かち やりと 

n 才ヒィ さじ 

云った の は、 珈琲の 匙が 手から 皿の 上へ 落ちた 音ら し 

い。 自分 は 黒い モォ ニン グを 着た 容貌 魁 梧な 紳士と 向 

ひ 合った 儘、 眼 を 明いて 夢を見て ゐ たので ある。 紳士 

は 自分が 放心から 覚めた の を 見る と、 



「書けば、 あなたに 頼まれて 書く と 云 ふ 事 を 書く だけ 

です ご 

「それでも いいから、 書いて くれ 給へ ご 

さぐ まんねんひつ 

紳士 は ポケット を 探って、 原稿用紙と 万年筆と を 出 

せ いぼ 

した。 外で は 歳暮 大売出しの 楽隊の 音が する。 隣の テ 

n 才ヒィ 

エブルで は 誰かが ケ レンス キイ を 論じ 出した。 珈琲の 

に ほひ それ ト リイ 

匀、 ボイの 註文 を 通す 声、 夫から クリスマス 樹 —— 

さう 云ふ賑 かな 周囲の 中に 自分 は 苦い 顔 をして、 いや 

いや その 原稿用紙と 万年筆と を 受取った。 それで 書い 

ぜぅぜ つ 

たのが、 この 何枚 かの 愚に もっかない 饒舌で ある。 だ 

ま うら うづ ざん せめ むし 

から 孟浪 杜撰の 責は 寧ろ 今 自分の 前に 坐って ゐる、 容 
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